
























































Junichi INOUE：Design of a Performance Task in Junior High School Science Lessons －A Consideration of an Effective 















































































　今年度は，本校中学校 3 年生 3 学級（計114名）
を対象として，理科第 2 分野での実践を行った。




































































































































































表 2 ．2015年 1 月 1 日の各地の初日の出の時刻
（国立天文台 web ページ18）のデータをもとに作成）
地名 北緯 東経 初日の出の時刻
札幌 43.0667° 141.3500° 7：06
根室 43.3333° 145.5833° 6：50
青森 40.8167° 140.7333° 7：01
新潟 37.9167° 139.0333° 6：59
父島 27.0833° 142.1833° 6：20
東京 35.6581° 139.7414° 6：50
金沢 36.5667° 136.6500° 7：05
名古屋 35.1667° 136.9167° 7：01
大阪 34.6833° 135.4833° 7：05
松江 35.4667° 133.0500° 7：17
広島 34.3833° 132.4500° 7：16
高知 33.5500° 133.5333° 7：10
福岡 33.5833° 130.4000° 7：23












































6 ．パフォーマンス課題の実践（ 2 ）
（ 1 ）「本質的な問い」と「永続的な理解」


















































































































































































































































































































































































　 7 ・ 8 時間目は，「遺伝現象にはどのようなもの
































































































































































































































3 学級でともに，黄色：白色≒ 3 ： 1 が得られた。
表 7 ．黄色種子，白色種子の数と分離比
A 学級 B 学級 C 学級
黄色 白色 黄色 白色 黄色 白色
1 706 245 861 291 615 199
2 770 281 768 241 708 240
3 751 293 998 358 796 243
4 677 256 709 260 783 250
5 873 266 838 305 840 314
6 742 248 921 314 535 169
7 769 269 909 300 687 165
8 925 269 376 162 733 248
計 6213 2127 6380 2231 5697 1828
比 2.92 1 2.86 1 3.12 1
　結果の分析・解釈の後，クロストークを実施し
た。図12に示すように，各グループから 1 名ずつが



































れぞれ「 5 」，「 4 」となった生徒のアンカー作品
（報告書）を後掲の資料に示している。なお，今回





いて，第 1 学期の評価から第 2 学期の評価がどのよ
うに変わったのか，またはその人数を示したもので
ある。例えば，「 3 → 5 」は第 1 学期の評価が「 3 」
で，第 2 学期の評価が「 5 」の生徒の人数である。
また，「 3 → 3 」，「 2 → 3 」に見られる黒塗りのグ
ラフは，第 1 学期の「 3 」，「 2 」の生徒の合計人数
を示している。つまり，黒塗りのグラフと，その左
側にある 3 つの斜線グラフを見て，第 1 学期の評価
が「 3 」あるいは「 2 」の生徒のうち，第 2 学期の
評価が「 5 」，「 4 」，「 3 」にどのように分散したの
かを知ることができる。第 1 学期の評価が「 3 」の
生徒のうち，第 2 学期の評価が「 5 」の生徒が
50％，「 4 」の生徒が36％となった。また，第 1 学
期の評価が「 2 」の生徒のうち，第 2 学期の評価が
「 5 」の生徒が22％，「 4 」の生徒が52％となった。












優性形質，白色が劣性形質であり，その比が 3 ： 1
であること，有胚乳種子であることから，マグネッ

































































り，教師による評価が「 5 」あるいは「 4 」の生徒
のうち約半数（46％）の生徒が，ルーブリックの基
準となる「 3 」を上回っていると判断していること
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